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１．背景 

国際交流基金トロント日本文化センター（以下「トロントセンター」）では、2011年より

世界にある国際交流基金の各拠点と同様、日本語講座を開設した。開設当初は、日本語能力試

験 (JLPT) 体験講座、旅行会話講座、ひらがなやカタカナを学ぶ講座、映画を題材にして日本

語を学ぶ講座等、単発講座を中心に実施してきたが(1)、2013年秋、JF日本語教育スタンダード

（以下「JFスタンダード」）準拠教材『まるごと 日本のことばと文化』（以下『まるご

と』）入門(A1) を使用した総合日本語コース、Japanese Togetherのパイロットコースを開講

（以下「パイロットコース 入門（A1）」）、翌年 2014年秋には同講座を一般に公開（以下

「本コース 入門（A1）」）、そして次のレベルである『まるごと』初級 1(A2-1) のパイロット

コース（以下「パイロットコース 初級１(A2-1)」）も同時に実施した。本稿は、トロントセン

ターにおける講座開設から現在に至るまでの 2年間の取り組みを記述し、学習者アンケート

(資料１ アンケート)、及び講座開設から２年目の終了時に行った学習者とのインタビューを

もとに今後の講座運営の方向性を探ることを目的とする。 

 

【表１：トロントセンターでの講座実施状況】 

 

２．講座実践内容 

以下、パイロットコース 入門 (A1) 、本コース 入門(A1) 、パイロットコース 初級(A2-1) の

順に概要と実践内容について述べる。 

パイロットコース 、本コース入門 (A1)のコース概要は、以下の通りである。 

【表２：入門 (A1) 講座概要】 

コース名 Japanese Together Level 1 

実施タイプ パイロットコース 本コース 

実施日時・期間 2013年 9月〜2014年 6月 2014年 9月〜2015年 6月 

授業時間 
120分＠1コマ 

1回 x10週＝10回 

120分＠1コマ 

1回 x10週＝10回*  

 2013 − 2014年度 2014 – 2015年度 

『まるごと』入門（A1） 

(Japanese Together 1) 

  

『まるごと』初級１(A2-1) 

(Japanese Together 2) 

  

本コース 入門 (A1) 

 

パイロットコース 初級１ (A2-1) 

 

パイロットコース 入門 (A1) 
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授業担当講師 報告者 

1クラスの学習者数 

5名＠Term 1 

4名＠Term 2 

4名＠Term 3  

6名＠Term 1 

5名＠Term 2 

3名＠Term 3  

学習者の属性 

男性 2名、女性 2名＠Term 3   

20代 1名、30代 1名、 

40代 1名、50代 1名 

男性 1名、女性 2名＠Term 3   

20代 1名、50代 2名 

使用教材 『まるごと』入門(A1) 「かつどう」編、「りかい」編 

  *本コース入門 (A1)Term 3は担当講師研修参加のため予定を変更し、180分@1コマ、1回 x7週間＝7回、  

    合計 20時間とした。（最終日は、120分@1コマ） 

 

2.1. パイロットコース 入門 (A1) 

2.1.1 コース設定と講座受講者 

 本パイロットコースは、上述の通り、トロントセンターにおける初めての総合日本語講座で

あり、まずコースの設定を考えるところから始まった。『まるごと』を使用した成人対象講座

として、当地の学校教育の学年度が 9月に始まり 6月末頃に終わること、9トピックを均等に

わけることが可能であることを考慮にいれ、週に１回２時間、10週間の 3ターム制（9〜12 月、

1〜3月、4〜6月）で設定した。 

 

【表 3：パイロットコース コース設定】 

ターム コース時間数 トピック 内容 内訳 

1 
20時間 

(週 1コマ 2時間 x 10週) 
１〜３ 

かつどう 12時間 

りかい 6時間 

発表 2時間 

2 
20時間 

(週 1コマ 2時間 x 10週) 
４〜６ 

かつどう 12時間 

りかい 6時間 

復習 2時間 

3 
20時間 

(週 1コマ 2時間 x 10週) 
７〜９ 

かつどう 12時間 

りかい 6時間 

復習 2時間 

（テスト）  

   合計 60時間 

 

 トロントセンターで初めて実施する日本語総合講座であったことから、パイロットコースと

して当センターの展覧会やイベントでゲスト対応をお願いしている成人ボランティアに協力を

呼びかけて受講者を募ったところ、20代〜50代の 5名が集まった。学習者の受講目的は、日

本への旅行、日本文化への興味、継承語としての日本語学習等であり、過去に大学で日本語学

習歴（１年）がある者１名以外はみなゼロ初級であった。 

パイロットコースでは、コミュニケーション言語活動に比重を置き、【表４】に示したよう

に、「かつどう」編 2時間と「りかい」編 1時間で一課を終えるように授業を考えた。「かつ 

どう」編を使用した授業では、教科書にある口頭練習やタスクを順番に時間をかけて行った。 
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【表 4：一課の流れ】        「りかい」編では、「かつどう」編の口頭練習の中 

 で学習者に注目・意識してほしい言語形式（表現と 

 文法）を確認することに力を入れ、文字練習や読み 

の練習は、後述（2.1.2節）するように、教科書に 

ある練習問題を一部宿題とし、受講生が自分のペー

スで学習が進められるようにした。 

 コースは「人々の相互理解につながる」（『まるごと』「はじめに」）ことを大きな目標に、

「Can-doチェックを通して日本語のスキルを磨くこと、及び文化的側面から日本の人々や社

会を学習すること」(2)、楽しく日本語を勉強することを念頭に授業に臨んだ。 

 

2.1.2 文字指導 

 『まるごと』では、入門（A1）終了時におけるひらがなとカタカナの文字習得の目標を、

読み 80％、書き 60％としているが、次のレベルへの学習継続を考慮にいれ、トロントセンタ

ーでは、Term 1でひらがな、カタカナ全ての文字を導入、3タームを通して読み書きの練習を

していくこととした。Term 1で、「かつどう」編、「りかい」編問わずに授業時間 15分程度

を使い毎週 10〜15文字ずつ導入し、宿題に練習シート（資料２）を配布した。漢字は「りか

い」編にそって導入した。該当課で漢字練習シート（資料３）を配布、読み方を確認後、画数

が多い漢字や書き方が難しそうなもののみ書き順を確認したが、それ以外は「まるごとプラス」

のサイトで受講者が各自確認し、書く練習をするように指示した。 

 

2.1.3 補助教材：語彙リスト、宿題、漢字シート、まるごとプラス、まとめのE-mail 

各課には語彙リスト（資料４）を用意し、新しい課が始まる際に配布した。宿題（資料５）

は、授業毎に用意した。受講生の様子を観察していて、1週間に一回会うだけでは定着が悪く

忘れてしまうのではないかという懸念から、宿題を用意した。毎回 2～4ページで、内容は、

必ずもう一度聞いてもらいたい練習（音声教材）の提示、「りかい」編の「もじとことば」の

一部や作文、「まるごとプラス」を使用しての練習、新しい表現を使っての日本語訳、簡単な

日記を書くこと等をまとめて渡し、翌週に提出してもらった。提出された宿題は担当講師がチ

ェック、必要であればコメントを付け、翌週返却した。また毎授業後、学習事項のまとめと、

宿題の一部に載せた「まるごとプラス」などのウェブサイトにすぐにアクセスできるようにリ

ンクを載せた「まとめの E-mail」を送った（資料６）。クラスで話題になったトピックを扱っ

たウェブサイトのリンク等も一緒に送り、文化体験の一部にしてもらうよう心がけた。 

 

 

Week 1 かつどう(L3)  2時間 
１
ト
ピ
ッ
ク 

Week 2 
りかい (L3)  1時間 

かつどう(L4)  1時間 

Week 3 
かつどう(L4)  1時間り

かい (L4)  1時間 
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2.1.4 評価方法 

パイロットコースにおける評価は、質的側面の評価は行わなかったものの、「Can-doチェ

ック」と「にほんごチェック」による自己評価を含むポートフォリオを作成したかどうかを評

価に含めた。ポートフォリオには、自己評価表、宿題や作文などの成果物、文化体験シート等

を入れるように各 Term の最初に指示した。自己評価表は各課の扉のページ（例 『まるごと』

「かつどう」編 21ページ）にある Can-doチェックをクラスで確認後、☆を塗る作業は学習者

各自が宿題の一部として行い、課が終わった後の週に提出してもらった。文化体験は Term中

に数回、受講者それぞれが体験した日本文化（例：レストランでの食事、日本映画鑑賞等）を

クラスで共有してもらった。 

 筆記試験と口頭試験は、入門(A1) レベル本冊が全て終わる Term 3終了時まで実施しなかっ

た。3 Termかけてひらがなとカタカナに慣れることを目標としたため、読み書きが評価対象に

なる試験はせず、その代わりに、Term 1では、第１〜６課で学習した表現を実際に使用する機

会を設け、Show & Tell 形式で自己紹介を行った。宿題の一部として２、３週間程かけて用意

したスクリプトを見ながら、クラスメートとトロントセンター職員の前で発表を行った。

Term 2では、グループで簡単なスキットをしてもらうことを考えたが、準備する時間が足りず、

最終的には学習項目を復習するにとどまった。 

  Term 3では、上述した通り、初めて教師による評価、Nihongo Challenge（筆記試験、及び口

頭試験）を実施した。『まるごと』入門（A1)コースの学習を終えた学習者の日本語能力を客

観的に測ること、そして同年９月より開講を予定していた『まるごと』初級 1(A2-1) のコース

のプレースメントテスト実施のために、入門(A1)レベルのコース修了者の日本語のレベルを見

ておくことが、担当講師にとって必要であったためである。 

 筆記試験、口頭試験の作成は、『まるごと』本冊にある「テストと振り返りのページ」、他

拠点で作成された試験、「JFS/CEFR に基づく JFS 日本語講座レベル認定試験（A1）」（熊野

他 2013）を参考に作成した。口頭試験は、「交流会話(3)」、「場面会話(4)」（来嶋 2015）の両

方を含めて行った。 

 本試験はオープンブックで行った。本を見ながら練習を続けてきた学習者の心理的不安を取

り除くためであったが、実際に本を見ながら試験を受けている受講者はいなかった。 

 

2.1.5 パイロットコース入門(A1)の反省点と今後の課題 

以上の実践に対して、コース終了時アンケートの回答結果【表 5】と担当講師の振り返りを

もとに、以下のような反省点と今後の課題が考えられた。 
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【表 5：パイロットコース入門(A1)  コース終了時アンケート結果 

（回収数 11】 

1) カリキュラムについて 

 コース終了時アンケ

ートの回答には、授業

進度は「適当」との回

答が全員から得られた

が、「クラスがもう少

し長かったらいい(Term 

2)」、「週に２回だっ

たらいい(Term 3)」というコメ

ントも見られた。しかし、忙 

しい成人学習者にとって週１回のスケジュールでも来られず辞めていった学習者もおり、

同年９月からの本コースは同様に実施することとした。 

 しかし、次のレベルであるパイロットコース初級１(A2-1)は、入門(A1)に比べると、文の

長さや文型の複雑さのレベルがあがり、練習にも時間がかかると思われたことから授業時

間を増やす必要があると考え、「かつどう」編、「りかい」編それぞれに１コマ （120分）

ずつ設け、各ターム合計 24時間に設定した。 

 

2) 口頭能力の練習 

 『まるごと』には、モデル会話をもとに自分たちで会話を作ったり、自分のことについ

て話したりする練習があるが、授業の時間を口頭能力の練習にもっと費やしてほしいとす

るアンケートの回答がどの Termでも多かった。この回答からは、受講者が思い描く

「Speaking」の練習のイメージは分からなかったが、「クラスであったらいいと思うことが

ありますか」という質問に対し、Term1の時点から「個人的に、もっとその場でぱっと日本

語で答えさせられるべきだと思う」という回答があった。このような回答を参考に、教科

書を元にどのような練習が可能かを考えていく必要がある。 

 

3) 文字の導入時期 

 パイロットコースでは、Term 1でひらがな、カタカナを全て導入したが、学習者からひ

らがなとカタカナを間違えてしまうというコメントが授業中にあり、日本語自体に慣れて

いない学習者には学習項目の量が多すぎた可能性がある。本コースでは、Term 1でひらが

なを、Term 2でカタカナを導入することとした。 

 

 

コースへの満足度   クラスの進度   宿題の量  

Excellent 9  Too slow 0  Too little 0 

Good 2  Slow 0  Appropriate 11 

Average 0  Appropriate 11  Too much  0 

Below Average 0  Fast 0    

   Too fast 0    

  どのスキルが一番 

comfortableですか 

授業中にもっと時間を 

費やしてほしいスキル 

 Reading 4 1 

 Writing 5 0 

 Listening 3 3 

 Speaking 0.5 6 
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4) 教師による評価の実施 

 本コース入門(A1)では、教師による評価を Term 1から毎 Term実施する。試験実施により

客観的に学習者の日本語能力を測り、学習者にとっても自己評価だけでなく自身の能力を

試すことができる機会を作ることを目的とする。 

 

2.2. 本コース 入門(A1) 

2.2.1 本コース入門(A1)レベル実践 

 以上の反省点・課題をふまえて、2014−15年度秋には、上記の講座の本コースを実施した。

大きな変更点のひとつである教師による評価（資料７）の実施は、ターム最終日に行った。筆

記試験作成はパイロットコースと同様にした。口頭試験は、『まるごと』の教科書にあるよう

に、Can-do達成を3段階評価で行った。最終成績は、出欠席 60%、ポートフォリオ作成（自

己評価表、文化体験シート、宿題）30％、Nihongo Challenge（筆記試験・口頭試験） 10％を全

体の割合とし、70％以上の成績を修めた受講生に対して修了証を渡した。 

本コース入門(A1)の受講者は、一般対象に広報を行い、受講者を募った。集まった学習者の

受講目的は、パイロットコース入門(A1)と同様、日本への旅行、日本文化への興味、継承語と

しての日本語学習等であったが、日系企業でインターンシップの経験がある大学生や、日本に

家族が在住している学習者も数名見られた。大学時代に日本語を勉強したことがあるという

50代の受講生と、大学の生涯教育コースで 10週間勉強したことがある受講生以外は、全員ゼ

ロ初級だった。年齢は 20代〜60代だった。 

 クラスの流れは、前年度からの変更はなかったが、クラス内の指導として「かつどう」編で

は聞いたことをシャドーイングするように繰り返すよう促し、「りかい」編では「会話と文法」

の内容質問を日本語で行ったり、問題の答え合わせをできるだけ日本語によるやりとりの中で

確認するよう試みた。宿題、漢字シートはパイロットコース入門(A1)と同様にした。 

 また、講座開設２年目の１年を通して、学習者の様子をもとに以下のようなことを教案に含

めるようにした。 

1) 「扉のページ」で、Can-doチェックから学習項目をできるだけ具体的にイメージさせ

たり、同様の場面でどんな表現や語彙が役に立つかを考えたりして、クラスメートと

共有する 

2) 「ペアで話しましょう」（例：入門(A1)「かつどう」編 109ページ）の練習では、い

つまでも教科書に頼らず、数回練習した後には、教科書を見ずに練習してもらうよう

に指示を出す 

3) 教科書にある場面に似た場面でのロールプレイを用意し、練習を行う  

4) クラスの最初には、必ずその前の週の語彙や表現を復習する 
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【表 6：本コース 入門(A1)  コース終了時アンケート結果 

（回収数 14）】 

 

2.2.2 本コース入門(A1)レベル実践への振り返り 

アンケートの回答結果に

よると、コース全体に対する

満足度は高く、クラスの 

進度は概ね「適切」とあった。

大きな変更点であったひらが

な、カタカナの導入時期につ

いても、Term 1と 2で分けた

ことで、クラスでしっかり練

習することができ、口頭試験 

での文字テスト（例：「かつ 

どう」入門(A1) 71ページ)も非常によくできていた。 

 筆記試験、口頭試験の実施についても肯定的なコメントがあり、「自分が何ができて、何が

よくできないのかがわかった」と学習者に自分を振り返る機会と捉えてもらうことができた。

内容も「４つのスキルが混ざっていてよかった」「フェアーだった」といいコメントを得た。

しかしポートフォリオは、これは個人的なものであり、「自己評価は学習の目的を理解し、自

分で何が出来ているかいないかが分かっているので、最後に☆を塗る作業は必要ない」という

コメントや、自分が自分を評価することができないとするコメントもあった。また文化につい

てもっと学びたいという要望も見られた。 

『まるごと』の教科書については、特にトピックで構成されていることに肯定的な回答が

多く聞かれ、「コミュニケーションに重きをおいているのがいい」という回答もあった。その

一方で、「文型を見始めると、動詞がどこにあるか等を話し始めるので、それであれば、最初

から文法説明があった方がいいのではないか。参考情報としても使えるのではないか」という

声もあった。ここで聞かれた「参考情報」には文法説明や語彙リスト等も含まれ、授業外で勉

強する際に参考にできるものがほしいということだった。 

 また、このクラスには日本語学習歴のある学習者とゼロ初級者が混在し、学習歴のあるもの

には授業の内容が簡単すぎるのではないかという懸念もあったが、既習項目でも「課題達成」

のための練習という位置づけになったことで学習者にとっていい復習なっていたのではないか

と考える。 

 宿題は「楽しかった。自分のことが話せるから。自分と関係づけられるのがよかった。努力

が必要だけれど。」「Fairだったと思う。宿題は最初からやらなくてはいけないことだと指示

があったのはよかった。やってよかった。」という肯定的なコメントが聞かれた。量も「適当」

という回答がほとんどであった。 

  どのスキルが一番 

comfortableですか 

授業中にもっと時間を 

費やしてほしいスキル 

 Reading 11 2 

 Writing 11 2 

 Listening 11 4 

 Speaking 2 13 

コースへの満足度   クラスの進度   宿題の量  

Excellent 10  Too slow 0  Too little 3 

Good 4  Slow 0  Appropriate 11 

Average 0  Appropriate 12  Too much  0 

Below Average 0  Fast 3    

   Too fast 0    
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 2.2節で述べた教案作りを意識するようになってから、成果が出ているかどうかは現時点で

はわからないが、「教科書を見ないでコミュニケーションをすることで、自分で文を作る力を

試したり、既習項目を思い出したりする作業が自分の力になり、自信につながる」という声が

聞かれた。 

 

2.3. パイロットコース 初級１（A2-1） 

2.3.1 パイロットコース 初級１（A2-1）実践 

上述した本コースと並行して、2014−15年度秋には、『まるごと』初級１(A2-1)を使用した

パイロットコース Japanese Together 2を実施した。概要は【表 7】の通りである。 

【表 7：初級１(A2-1) 講座概要】 

コース名 Japanese Together Level 2 

実施日時・期間 2014年 9月〜2015年 6月 

授業時間 120分＠1コマ、 1回 x12週＝12回 

授業担当講師 報告者 

1クラスの学習者数 7名＠Term 1*、6名＠Term 2、5名＠Term 3 

学習者の属性 男性 1名、女性 4名＠Term 3   

20代 3名、40代１名、50代１名 

使用教材 『まるごと』初級１(A2-1) かつどう、りかい 

*パイロットコース（入門）A1からの学習継続者3名を含む 

 

ターム 学習者数 コース時間数 トピック 内容 内訳 

1 7 
24時間 

(週１コマ２時間 x 12週) 
１〜３ 

かつどう 12時間 

りかい 12時間 

（テスト＆ふり返り）  

2 6 
24時間 

(週１コマ２時間 x 12週) 
４〜６ 

かつどう 12時間 

りかい 12時間 

（テスト＆ふり返り）  

3 5 
24時間 

(週１コマ２時間 x 12週) 
７〜９ 

かつどう 12時間 

りかい 12時間 

（テスト＆ふり返り）  

    合計 72時間 

 

このコースには、前年度のパイロットコース入門(A1)の受講者３名に加え、さらに新しい参

加者を前年度同様当センターのボランティア対象に募った結果、日本語を大学の生涯教育で２

年間学習した者、当地の高校で勉強した経験のある者、出身国で２年間勉強した経験のある者、

独学で日本語を学習してきた者の４名の応募があった。受講者募集の際には、受講希望者に入

門(A1)と初級１(A2-1)のCan-do チェック含んだセルフチェックシートの記入をお願いした。プ

レースメントテストの筆記試験は、前年度パイロットコース入門(A1)の最終 Termの試験を元

に作成し、文法を中心にした問題、漢字の読み方、短い作文を課した。口頭試験には入門(A1)

レベル、初級１(A2-1)レベルの Can-doチェックのロールカード（例：初級１(A2-1) 「かつどう」
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【表 8：パイロットコース初級１(A2-1)  コース終了時 

     アンケート結果（回収数 14）】 

編 Can-do 10、15、47 
(6)）を用意した。レベル判定には、入門(A1)、および 初級１(A2-1)で勉強

する表現や文法を知っているかどうかだけでなく、やりとりにおける産出が単語レベルか文レ

ベルか、文法の運用能力等、課題達成の質のレベルをみるようにした。入門(A1)でテストの

60％以上の成績をコース修了基準としていたため、プレースメントテストにも同基準を用いた。 

プレースメントテストを受けて入ってきた新しい４名と、入門(A1)を修了して入ってきた学

習者を授業で比較してみると、『まるごと』で勉強してきた受講生は、音声優先インプットに

よる帰納的アプローチに慣れているからか、分からないことがあってもあせらず、コンテクス

トから理解しようとする姿勢が見られた。 

パイロットコース初級１(A2-1)は、2.1.5. 節で述べたように、コース合計時間を増やしたこ

とから余裕が生まれ、「かつどう」編各課の「聞く・気づく」の聴解問題から「ルールを発見

する」に少し時間をかけ、本コース入門（A1）と同様、ただ聞くのではなく、新しい言葉や

表現がないか意識して聞き、「発見」を促すように指導した。「りかい」編も、本コース入門

(A1)と同様、「会話と文法」の内容理解や問題の答え合わせを、日本語でのやり取りの中でで

きるように試みた。漢字シートは練習シートを配布、さらに復習をフラッシュカードでしたり、

新出漢字を使ってお話を作ってもらう等のオプショナルの練習も用意した。宿題もパイロット

コース入門(A1)と同様に行った。2.2節で述べた教案作成の際の注意をこのコースでも含める

ようにした。 

 

2.3.2 パイロットコース初級１(A2-1)実践の振り返り 

 パイロットコース初級１

(A2-1) も、コース全体に対

して受講者から高い満足度

を示す回答が得られた。教

科書に対しても肯定的で、

トピックや場面からのアプ

ローチ、話し言葉、コミュ

ニケーション能力の上達、

文化等のキーワードから、 

トピックを通して学習者が 

自身の日本語能力が上達していると感じていると思わせる。 

 評価も、入門(A1) レベルと同様、試験実施自体がよかったとするだけでなく、試験勉強は

これまでの学習を思い出すいい機会であり、小テストの実施を求む声すら聞かれた。自己評価

コースへの満足度   クラスの進度   宿題の量  

Excellent 13  Too slow 0  Too little 1 

Good 1  Slow 0  Appropriate 12 

Average 0  Appropriate 12  Too much  1 

Below Average 0  Fast 2    

   Too fast 0    

  どのスキルが一番 

comfortableですか 

授業中にもっと時間を 

費やしてほしいスキル 

 Reading 12 4 

 Writing 8 6 

 Listening 9 8 

 Speaking 3 12 
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は、どのタイミングで使うのがいいかは学習者によって違うようだが、学習を振り返ることに

役立ったということだった。 

 「かつどう」編、「りかい」編に１コマずつかける設定も、コミュニケーション言語活動、

もしくはコミュニケーション言語能力に焦点が絞られたことで流れがわかりやすくなった。ま

た、「かつどう」編では聴解問題と「発見」に時間をかけることができたためか、学習者の未

習文型に触れた時の反応が早くなっている印象を受けた。実際に、講座時間数については、パ

イロットコース入門(A1)から継続して初級(A2-1)に進んだ 3名の学習者のうち、2年間を終え

たある１名から、初級１(A2-1)では入門(A1)と比べてもっと学習項目が多く、１Termにかける

時間が増え、「かつどう」編、「りかい」編それぞれにクラスを設けたことはよかったと回答

があった。入門(A1)の時間設定では、「できないわけではないけれど、新しい言葉を習い始め

て、それと同時にそれ（学習内容）を把握しようとするのは、１週間、間があくこともあるし、

時々いっぱいになってしまう」とのことだった。 

 また、同じ受講者から、評価実施は試験が 4つのすべての技能を使うテストであったこと、

そして試験が自分をプッシュすることでもっと学習内容を吸収できて非常に役に立ったこと、

そして、「かつどう」編を使って帰納的にアプローチした後で、「りかい」編から演繹的にま

とめる『まるごと』の学習法は、学習者自身が分からない日本語を前にしても、それを一生懸

命理解しようとする姿勢を身に着けさせたとコメントがあった。 

 

2.4  評価 − 口頭能力の評価について 

 先述の通り、開講２年目には初級１(A2-1)と入門(A1)の両レベルで教師による評価を始めた

が、評価を実施するにあたって担当講師が難しいと感じた点は、Can-doで示された言語活動

がどのぐらい達成できたかを測る口頭試験において、学習した文法項目の不使用や不正確さを

どう評価するかという点である。文法シラバスで経験を積んできた担当講師は、「課題達成」

は学習した文法がどのぐらい正確に運用されたかを見ることも含まれると考え、質的評価に重

きをおいていた。しかし、Can-doを「達成できたか、できなかったか、あるいはどれぐらい

達成できたのか」を見るならば、学習文法の間違いや不使用については、以下の例１〜３に見

られるように、やりとりの中で学習者自身が間違いに気がついて訂正したり訂正されたり、正

確さに欠けていてもコンテクストから何を言わんとしているかが分かれば課題達成とした。 

 

例１ 初級１（A2-1） Can-do 48  自分の持ち物について、誰にもらったかなどを簡単に話 

します。 

T1: Aさん、この時計、かっこいいですね。 

S1: ありがとうございます。私は買ったんでした。 
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T2: いつ買ったんですか。  

S2: 卒業の時、買ったんです。   

 

→ 上掲の例では、T2 の発話を聞いて、S2 は自身の間違いに気が付き修正できており、 

このようなケースは「課題達成」と判定した。 

 

例２ 初級１（A2-1） Can-do 23  外国語や外国文化について困った時、誰かに頼みます/頼 

   まれて答えます。 

               T1: Bさん、どうしました。 

S1: あ、すみません、この漢字は、なんですか。読みのが、わかりません。 

   教えてくださいませんか。  

T2: 「しごと」ですよ。 

S2: はい、わかりました。どうもありがとうございました。 

 

→ S1 では、T1 の質問に対して、「～方」という学習した文型が使われていないが、 

  「この漢字は、なんですか。」「教えてくださいませんか」で意思疎通ができて 

  いるため、「課題達成」と判定した。 

 

例３ 初級１（A2-1） Can-do 43  身体にいいことをすすめます。 

T1: 私は、さいきん、あまりちょっと寝られないんです。 

S1: 寝る前に、音楽をきいて、ききます。 

T2: 音楽を…   

S2: 音楽を聞いています。 

T3: 聞いています？   そうですか。 

S3: 牛乳を飲みます。 

T4:そうですか。牛乳を飲むといいですか。  

 

→ この例では、「～たほうがいいです」という文型でのアドバイスが求められてい 

        たが、S1、S2、S3には求められている言語行動が出せておらず、「課題が達成さ 

        れていない」と判定した。 

 

 また JFスタンダードでは、A1レベルのCan-do達成について「もし、相手がゆっくり、は

っきりと話して、助け船を出してくれるなら簡単なやりとりができる」と書かれているが、実
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際に「助け舟」とはどの程度の行為になるのかという点も確認の必要があることがわかった。

（例４） 

 

 例４ 入門（A1） Can-do 28  趣味について話します。 

T1: Aさんの趣味はなんですか。 

S1: しゅみ？わかりません。 

T2: わかりません。 

S2: しゅみ、わかりません。 

T3: 趣味は、スポーツですか。趣味は音楽ですか。それとも、趣味は映画ですか。 

S3: 音楽。 

T4: 音楽、そうですか。どんな音楽が好きですか。 

S4: はい、好きです。 

T5: どんな音楽ですか。クラシックですか。ロックですか。 

S5: クラシック、です。 

 

→ 上の例 4では、T1の質問に対して、S1、S2では「わかりません」と答えているが、 

        T3で教師が具体的な例を示しながら質問をすると、S4で提示された例から「趣味」 

      の意味を理解し、その後の質問に対しては適切な答えが述べられ、やりとりが完 

      成できている。このようなケースを見ると、教師がどのような「助け舟」を出すか 

       によって、学習者が課題を達成できる可能性があることが確認された。 

 

 以上のような評価実施から、文法にとらわれず、課題達成を目標にしていることを念頭に置

いた授業をしていかなくてはならないことを改めて認識するに至った。 

 

３. 今後の課題 

 以上、トロントセンターでの2年間の取り組みとその振り返りを述べた。以下各コースの今

後の課題を述べる。 

 

3.1 入門 (A1) レベル  

 文法を習って理論的に言語を習得していこうとする成人学習者は多いと思うが、トロントセ

ンターの受講生も例外ではなく、アンケートやインタビューの回答にもあったように、なにも

かもが新しい入門レベルの学習者には、文法説明書や語彙リスト等が参考情報として必要とさ

れているとわかった。しかし、受講生がそれらに頼りすぎてしまわないように注意し、『まる
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ごと』のアプローチや利点をうまく伝えていかなくてはならない。上述（2.3.2節）したよう

に、継続学習者からのコメントをもとに、入門(A1)レベルにかける時間数を増やし、もっと練

習ができれば、コースの中で受講者の不安も解消できるかもしれない。今後の検証が必要であ

る。また、ポートフォリオの作成において自己評価ができない、意義が見いだせないとする声

があったが、この点に関しても、どのように指導したらいいか考えていく必要がある。 

 

3.2 初級1 (A2-1)レベル 

 このレベルの受講者は、だんだん日本語に慣れてきており、簡単なフレーズであればすぐに

聞き取って繰り返すことができるレベルである。授業でモデル会話を楽しそうに練習をしてい

る様子を見ると担当講師としても非常にうれしく思う。しかしその反面、その中に出てくる表

現には「て形」や「辞書形」等、今後の学習の大事な基礎となるものが多くあり、トピックや

場面を中心に展開しているコースで課題達成を目標としながらも、どのように指導すれば、学

習者の体系的な文法理解をさらに促せるのかを考えていく必要性を感じている。ポートフォリ

オについても、入門(A1)と同様、どのように意味のあるものにできるか思案が必要である。 

 

４．まとめ 

 カリキュラムの設定から、講座広報、受講者募集、講座受講にあたっての規約作りに至るま

でのプログラム全体の立ち上げと同時に、『まるごと』的なアプローチを学習しながらの講座

の実施は、試行錯誤の連続だったが、ここまでくることができたのは、何よりも受講者のおか

げだと思っている。上記以外にも課題山積しているが、受講生からの貴重なフィードバックを

もとに、反省は成長へとつなげたい。 

今回実施した３コースのアンケートの回答、及びインタビューから一番伝わってきたのは、

受講者の日本語学習に対する熱心さである。成人学習者は非常に忙しく、また授業時間内でで

きることも限られているが、授業を、勉強する場所としてだけでなく、学習者自身が既に持っ

ているリソースに気付き、それを他の学習者と共有する場所、一緒にさまざまな可能性を見出

す場所として活用してもらえたらと思っている。 

最後に、トロントセンターの『まるごと』講座の名前は、ある別の仮称で始まったが、入

門(A1)のパイロットコース終了時に、ある受講生がみんなと一緒に勉強することが楽しかった

と「Japanese Together」はどうかと提案してくれたものである。日本語の学習目的・理由はみ

なそれぞれだが、日本語・日本文化を通して、人、そして世界とつながることで、受講者の人

生が豊かになっていくことを望むばかりである。 
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[注] 
 (1) トロントセンターで実施した単発講座については、次のウェブサイトに履歴。http://jftor.org/archive/ 

(2) “The aim of this course is to develop the learner’s language skills through the focus on learning by using “Can-do statements”, 

and to learn cultural aspects to get to know people and society.”  

(3) 場面会話 例）ハンバーガーショップでの注文、タクシー、買い物など 

(4) 交流会話 例）好きなもの、趣味、休日の過ごし方など  

(6) Can-do 10:地図を見ながら、自分の町のおすすめの場所／地域について友だちに言います。 

Can-do 15: 友だちと待ち合わせの時間と場所を話します 

Can-do 47:ともだちのお祝いについて何にするか話します 
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資料１：Japanese Together  アンケート 
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資料２：ひらがな練習シート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３：漢字シート  
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資料４：語彙リスト  
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資料５：宿題シート  
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資料６：まとめのE-mail (文面例) 

 

Japanese Together! (A1)のみなさん 

 

こんにちは！ 

きょうも、おげんきですか？ 

Thank you for your great work yesterday again! I see your speed in Japanese is getting faster! すごいです！^^  

As always, below is a recap from yesterday as well as some links.  

 

Ⅰ. Recap from yesterday  

1) カタカナ Review  

2) りかい (L11) 

a)  Phrases  

・A: しゅみは なんですか。        B: スポーツです。 

・テニスが すきです。 

・テニスが できます。 

・Frequency words  

Often:  よく ほんを よみます。 

Sometimes: ときどき ほんを よみます。 

Not very much: あまり ほんを よみません。 

Not at all: ぜんぜん ほんを よみません。 

・place で、verb  

うちで ほんを よみます。 

ＪＦＴで にほんごを はなします。 

b) かんじ 

言います、話します、読みます、見ます、聞きます、書きます 

http://a1.marugotoweb.jp/basic_training.php?p=kn 

3) かつどう (L12) 

a) ポスター 

b)  いっしょに いきませんか  why don’t we go  together? 

Ⅱ. Link to HW  

Below is the links for the audio materials for HW.  

りかい Lesson 11 

https://www.dropbox.com/sh/e9or71bawow77n8/AACXRHDIeO_g-hoiQhi-WRpXa?dl=0 

Ⅲ. Coming up Japan related events in Toronto  

There are a lot of events coming up related to Japan in Toronto!  

 

1) ひなまつり@ JFT Library    

http://jftor.org/event/hina-matsuri/ 

3月 7日（土） ごご 12時～5時     (後略) 
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